
新幹線駅開業に向けた
市の行動計画を策定しました

北陸新幹線アクションプラン

　北陸新幹線飯山駅開業まであと5年あまり。市内でも開業に向けた工事が各所
で進められています。
　市では新幹線の効果を最大限に生かすことができるよう、駅機能や土地利用、
まちづくり等についてのアクションプラン（行動計画）を策定しました。
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市
で
は
、
北
陸
新
幹
線
飯
山

駅
開
業
の
効
果
を
最
大
限
に
引

き
出
す
た
め
の
要
点
を
明
確
に

し
、
展
開
す
る
施
策
の
事
業
費

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
盛
り
込
ん

だ
行
動
計
画
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

策
定
に
向
け
て
は
、
平
成
15

年
に
「
新
幹
線
ま
ち
づ
く
り

市
民
会
議
報
告
書
」
を
策
定

す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
市
民
の

皆
さ
ん
や
専
門
家
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
駅
周
辺
整
備
や
ま

ち
づ
く
り
、
広
域
観
光
等
に
つ

い
て
の
計
画
を
協
議
。
ま
た
昨

年
か
ら
は
、
副
市
長
を
中
心
に

市
の
関
係
職
員
で
横
断
的
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、

①
新
幹
線
駅
機
能
の
充
実
、
②

「
駅
前
・
駅
周
辺
の
土
地
利
用

計
画
、
新
産
業
立
地
の
基
盤
整

備
、
③
回
遊
性
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
、
観
光
施
策
・
機
能
の
充

実
、
と
い
う
３
つ
の
研
究
部
会

で
詳
細
を
検
討
し
、
昨
年
11
月

に
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
案
が

で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
案
を
近
隣
の
関
係
市
町

村
、
新
幹
線
工
事
を
担
当
す
る

鉄
道
・
運
輸
機
構
、
そ
の
他
関

係
機
関
に
説
明
し
、
意
見
・
要

望
等
の
集
約
を
行
い
、
協
議
を

経
て
、
平
成
21
年
３
月
に
正
式

な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
し
て

策
定
し
ま
し
た
。

（１）新幹線駅機能の充実
　① 利便性、機能の充実
　② 自然をコンセプトとした他の新幹線駅にはないインパクトあ
　　 るデザインと整備
　③ 駅前広場、周辺民有地を含め、統一的なイメージ形成
　　（飯山の自然を生かした景観、市街地への回遊誘導）

（２）駅周辺土地利用・新産業立地
   ①駅西線
　② 駅西田中用地への企業立地
　③ 駅前市有地（3000㎡）の利用検討
　④ 周辺地域の土地活用の検討

（３）観光推進戦略
　① まちなか観光
　　（回遊性のあるまちづくり）
　② 飯山市内観光
　③ 広域観光連携

 ■具体的な整備方針

新幹線アクションプラン
はじめに

新
幹
線
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

は
じ
め
に

飯
山
市
で
は
、
北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
の
効
果
を
最
大
限
に
引

き
出
す
こ
と
の
で
き
る
よ
う
、
行
動
計
画
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）

を
策
定
し
ま
し
た
。

１．観光人口の増…飯山駅を中心に、大自然を生かした魅力的な広域観
光
圏を形成し、回遊性のあるまちづくりを進め、国内外からの観光人口を増やす。
２．企業立地による人口増…新幹線効果により、駅周辺および市内への
企業誘致を進め、若者の定住人口を増やす。
３．Ｉターン・Ｕターン、交流による人口増…首都圏から最短で大自然
に入れる地域として、首都圏住民へ新たなライフスタイルの場を提案・
提供する。Ｉ・Ｕターン、二地域居住の場として定住・交流人口の増加
を図る。

新幹線プロジェクトの骨格

具体的な整備方針

①新幹線駅機能の充実 ②駅周辺土地利用・
新産業立地 ③観光推進戦略

新幹線による効果

新幹線とは何か 飯山駅の位置づけ
① 12 両編成（乗客約1000 人）
　で、首都圏より2 時間、北陸
　方面を1時間で結ぶ高速鉄道。
②長期にわたり大量 ･ 高速旅客
　輸送効果をもたらす。市・周
　辺地域社会に構造的変化をも
　たらす影響力を持つ。

①上信越高原国立公園の広大な
　大自然地域の玄関口。
②素晴らしい景観・四季･水・空
　気や、未利用の土地、農産物
　等の多彩な資源に恵まれる。
③首都圏より最短で大自然に到
　達できる駅。



　新幹線新駅の規模は、延長120ｍの駅舎にプラッ
トホームを入れると310ｍの巨大な駅になります。
また、在来線飯山駅を移設します。
　構造は３階建・高さ約25ｍ、２階に新幹線と在来
線の改札口ができます。在来線ホームは１階、新幹線
ホームは３階になり、１階から２階への移動手段は階
段とエレベーターです。３階新幹線ホームへの移動手
段としては、階段・エスカレーターおよびエレベーター
があり、１階の在来線ホームへの移動手段は、階段と
エレベーターです。

新幹線アクションプラン

新幹線駅機能の充実

 ① 新幹線駅舎本体（鉄道・運輸機構で整備）

約
25
メ
ー
ト
ル

３階･･･新幹線ホーム
２階･･･改札口
　　　（新幹線・飯山線）
1階･･･飯山線ホーム

新幹線駅舎機能イメージ

「新幹線駅機能の充実」に関する整備の概要をお知ら
せします。新幹線駅開業に向け、飯山市では区画整
理事業や駅前整備、回遊性のあるまちづくりを行って
いきます。

１．他の新幹線駅にないものを目指す
２．駅機能の利便性と周辺土地の有効的な利用を図る
３．雪に強く、ランニングコストがかからない施設整
　  備を行う

 ■整備の方向性

 ■整備の基本方針
　コンセプト「豊かな自然」

１階

2 階

3 階

新幹線アクションプラン
新幹線駅機能の充実
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「新幹線駅機能の充実」全体図

①駅舎本体

②駅舎合築施設

④（仮）東口広場

立体駐車場

③（仮）西口広場

北陸新幹線

ＪＲ飯山線
現 飯山駅舎

（仮）駅西線

斑
尾
線

綱切線

新幹線ホーム
（長さ：310ｍ）

飯山警察署飯山赤十字病院

（仮）南口



 ④（仮）東口広場

●整備方針
・交通広場はバス・タクシーなどの交通結節点機能を
  考慮した整備を行います
・観光客や市民が交流できるイベント広場を整備します
・豊かな自然景観を象徴する美しい山並みとの調和を図
  ります。

●東口広場の機能、施設等
①交通ロータリー
②バスバース（６台・1）
③タクシーバース(３台・2 )
④タクシープール (８台・3）
⑤一般車駐車スペース(６台・4）　
⑥旅館送迎車スペース(12 台・5 )　
⑦シェルター、駐輪場 (240 ～ 270 台）、
　イベント広場

　上信越高原国立公園の高速交通網の拠点として整
備する東口広場。広域観光の玄関口となるため、地域
の第一印象に大きく影響を与える空間を整備します。

1

2

3
4

5

イベント広場

1

1
1

1

12
※
左
図
中
の
角
数
字
は
上
記
「
東
口
の

機
能
・
施
設
等
」
に
対
応
し
て
い
ま
す

　ＪＲ飯山線飯山
駅を統合するほ
か、機能的で誰も
が利用しやすい駅
とするため、駅舎
本体に次の機能を
備えた施設を合築
整備します。

●整備方針
・誰もが利用しやすいバリアフリー、ユニバーサルデザ
  インの駅舎とします
・コンパクトでも、機能的で利便性の高い駅舎とします
・在来線飯山駅を新幹線新駅に移転統合します
・雪に配慮した機能整備をします
・周辺観光地への玄関口としての機能を強化し、近隣   
  駅に比べ優位性を確保した駅とします
・地域の風景を活かす駅舎空間の創造をします

 ② 駅舎合築施設

●駅舎合築施設の機能、施設等
①ＪＲ飯山線飯山駅の新幹線駅への移転統合
②改札のある駅舎２階への移動手段となるエスカレー
ター　③西口広場からの連絡施設として階段・エレベー
ター　④観光案内所の設置　⑤休憩・待合室　⑥ト
イレ（１階）　⑦コインロッカー　⑧物産スペース、喫
茶室、自動販売機、ＡＴＭのスペースの確保

合築施設イメージ

　西口広場は駐車
場・ロータリーなどを
整備し市街地西部方
面からの利便性向上、
東口広場の渋滞軽減
を図り、主に鉄道利
用者が利用する広場
として整備します。

●整備方針
・駅まで送迎してもらい列車に乗る利用客、自家用車
 で来て駐車し列車に乗る通勤・通学等の利用客に対
  応したロータリー･ 駐車場を確保します
・立体駐車場は可能な限り駅舎の近くに整備します
・立体駐車場は拡張可能な構造とし、段階的に整備を
  していきます
・降雪を配慮した施設整備を行います

 ③（仮）西口広場

●西口広場の機能、施設等
①ロータリー
②立体駐車場（一次整備分・150 台程度）
③立体駐車場（二次整備分・150 台程度）
④平面駐車場（200台程度）　⑤駐輪場（90～120台）・
トイレ（立体駐車場内）・シェルター（バス、タクシー
の乗降客を雨雪などから守る覆い）・融雪施設

西口広場イメージ

東口広場イメージ

新幹線アクションプラン
新幹線駅機能の充実

4



北
陸
新
幹
線
の
も
た
ら
す
効
果

　

北
陸
新
幹
線
は
当
地
方
と

東
京
お
よ
び
金
沢
方
面
と
を
結

び
、
人
、
物
な
ど
を
短
時
間
に

大
量
に
運
ぶ
交
通
機
関
で
す
。

新
幹
線
の
開
通
は
、
企
業
進
出

に
よ
る
雇
用
の
拡
大
、
観
光
客

の
流
入
に
よ
る
商
業
の
発
展
、

新
幹
線
通
勤
に
よ
る
居
住
者
の

増
加
な
ど
、
様
々
な
経
済
的
効

果
を
も
た
ら
す
も
の
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

土
地
利
用
計
画
の
策
定

　

新
幹
線
飯
山
駅
の
周
辺
地
域

は
、
新
幹
線
開
業
に
よ
る
経
済

的
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
場
と
し

て
注
目
を
受
け
て
い
る
地
域
で

あ
り
、
今
後
、
よ
り
高
度
な
土

地
利
用
を
進
め
て
い
く
た
め
新

た
な
土
地
利
用
計
画
の
策
定
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

駅
周
辺
の
土
地
利
用
の
実
態

を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
新
幹
線
駅
を
中
心
と
し

た
半
径
約
１
キ
ロ
の
範
囲
の
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

（
具
体
的
に
検
討
を
行
っ
た
場

所
は
下
表
の
９
か
所
で
す
）

　

検
討
を
行
っ
た
９
か
所
の
う

ち
、
駅
西
線
、
駅
前
市
有
地
、

駅
西
田
中
地
籍
の
３
か
所
に
つ

い
て
は
、
具
体
的
な
活
用
方
針

等
を
検
討
し
ま
し
た
。

【
検
討
を
行
っ
た
①
～
③
の
箇

所
の
検
討
内
容
は
次
の
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
】

①駅西線　②駅前市有地　③駅西田中地籍
→具体的な活用方法・整備手法・費用を検討
　（内容は次ページをご覧ください）
④雪と寺の町シンボル広場　⑤駅前民有地　
⑥第一中学校　⑦市営金山住宅団地　⑧金山・
北畑付近の農地　⑨北畑交差点周辺農地
→現段階では課題の整理に留め、今後必要に応
じ検討していくこととする。

土地利用を検討する場所

駅前 ･ 駅周辺の土地利用計画、新産業立地の基盤整備イメージ図

（飯山赤十字病院）

（飯山警察署）

（第一中学校）

①駅西線
（約 700m）

区間 A

区間 B

区間 C

新幹線プロジェクト

駅周辺土地利用・
新産業立地

駅前市有地の整備イメージ
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駅周辺土地利用・新産業立地

③駅前市有地
（3000㎡）

②駅西田中地籍
約１万 2000㎡



　駅西線については、新幹線駅西口へのアクセス道
路として、また周辺の土地利用を進めるため駅西側の
丘陵のふもとに既存道路を活用しながら、下記のとお
り３区間に分けて整備します。

 ①駅西線
　駅前市有地（約3000㎡）は、新幹線駅前という優
位な立地条件を生かし、商業を営む者が進出できる
用地とします。市ではこの土地を駅前空間の重要な場
所として位置づけ「土地の細分化・転売による乱開発
防止」や「良好な景観の創出」・「適正な業種の立地」
のため、当面、土地を売却するのではなく土地所有者
として開発に係わっていくこととします。一定程度の
条件をつけながら、市内外の出店希望者に土地の貸
付を行い駅前商業の発展を促します。

●土地利用例

 ③駅前市有地の土地利用

　駅西田中地籍については、土地の持つ特長からソフ
ト産業などの企業誘致向け分譲用地（大規模な工場
は想定しない）として位置づけます。用地造成は進出
を希望する企業との協議により進めていきます。

 ②駅西田中地籍の土地利用

●企業用分譲地計画（案）
◇分譲地面積…約1万1000㎡（緑地部分を除く）　
　　　　　　　新幹線駅より徒歩５分
◇１画地を 2000㎡前後で設定
◇外周に区画道路（幅 6 メートル）を配置すること
で企業要望により１画地を分割分譲することも可能。
また区画を集約することも可能
◇南側幹線道路（斑尾線）や東側ＪＲ構内との間に緩
衝緑地を設けることにより、分譲地内の環境を整える

（ア）新幹線駅西口から枡の浦入口まで（区間Ａ）
　金山、松倉方面からの駅西口へのアクセス道路と
して現道を拡幅・整備します。

（イ）県道斑尾線交差点から新幹線駅西口まで（区間Ｂ）
　駅西口への進入路として、新幹線駅・在来線駅利
用者の利便性を考慮して道路を新設・整備します。

（ウ）県道斑尾線交差点から西敬寺方面（区間Ｃ）
　駅西田中地籍の土地を企業向けに分譲するため現
道を拡幅・整備します。

土地利用の検討内容

区画① 区画② 区画③ 区画④ 区画⑤

片山稲荷社

斑
尾
線

駅西線

（片山稲荷山）

駅西田中用地の分譲の一例

　　　　 小規模店舗分散型土地利用＋駐車場
商業規模により店舗の規模を各々自由に設定す
ることができる。

　　　　 中規模店舗集合型土地利用＋駐車場
商業者が出資しあいながら一つの店舗内で営業
する。

駐車場整備
（飯山市）

（仮）東口広場）

店舗

オープンカフェ 
駐車場整備
（飯山市）

（仮）東口広場）

店舗

ケース１

ケース 2

新幹線アクションプラン
駅周辺土地利用・新産業立地

駅前 ･ 駅周辺の土地利用計画、新産業立地の基盤整備
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新幹線アクションプラン
回遊性のあるまちづくり、観光施策･駅機能の充実

新
幹
線
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

回
遊
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、

観
光
施
策
・
機
能
の
充
実

計
画
策
定
の
趣
旨

　

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業

は
、
都
会
か
ら
の
旅
行
者
等
、

交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る
地
域

の
発
展
が
期
待
で
き
ま
す
。
一

方
、移
動
時
間
の
短
縮
に
よ
り
、

日
帰
り
や
通
過
客
が
増
え
、
宿

泊
客
が
減
る
危
険
性
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

駅
の
開
業
を
好
機
と
し
て

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に

は
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
観

光
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
、
魅
力

あ
る
ま
ち
、
訪
れ
た
い
ま
ち
を

創
出
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り

ま
す
。

　
そ
こ
で
飯
山
市
で
は
、
市
民
、

観
光
事
業
者
、
行
政
が
協
働
し

地
域
資
源
を
核
と
し
た
特
色
あ

る
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

主
な
対
象
、
目
標
を
設
定

　
よ
り
効
果
的
に
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
新

幹
線
を
利
用
し
飯
山
を
訪
れ
る

お
客
様
の
主
な
世
代
・
性
別
等

を
想
定
し
、
取
り
組
む
べ
き
課

題
を
整
理
し
ま
し
た
。

　

検
討
の
結
果
、
現
在
の
旅

行
形
態
の
ほ
と
ん
ど
は
中
高
年

の
女
性
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

取
っ
て
い
る
と
分
析
。
こ
の
こ

①回遊性のある「まちなか観光」
　観光の核を創出し、飯山の四季を感じさせる花の演
　出により回遊性のある「まちなか観光」を目指します。
②回遊性のある「飯山市観光」
　観光の核を磨き、観光商品の充実により回遊性の
　ある「飯山市観光」の展開を目指します。
③広域観光連携の取り組み
　上信越高原の観光の玄関口として、広域観光の連
　携強化を推進します。

と
か
ら
主
な
誘
客
対
象
と
し
て

「
都
市
住
民
、
中
高
年
、
特
に

女
性
」
に
、
ま
た
近
年
増
加
の

兆
し
が
見
え
る
「
外
国
人
」
も

想
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
構

築
を
す
す
め
、
住
民
の
誇
り
を

醸
成
す
る
と
と
も
に
地
域
の
経

済
効
果
を
高
め
る
」
こ
と
を
主

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を

設
定
し
ま
し
た
。

広
域
観
光
連
携
の
取
り
組
み

　

飯
山
市
周
辺
の
上
信
越
高
原

国
立
公
園
に
は
、
自
然
を
生
か

し
た
豊
富
な
観
光
資
源
が
あ
り

ま
す
が
、
各
市
町
村
単
独
の
観

光
商
品
で
は
、
新
幹
線
駅
と
し

て
並
ぶ
金
沢
、
富
山
、
長
野
等

の
観
光
地
と
比
較
し
た
と
き
に

埋
没
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

飯
山
市
で
は
こ
れ
ま
で
に
、

近
隣
市
町
村
に
対
し
、
こ
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
案
の
説
明
を

行
い
、
広
域
観
光
連
携
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
て

き
ま
し
た
。

　

今
後
は
「
広
域
観
光
連
携
協

議
会
」
の
発
足
を
視
野
に
入
れ
、

地
域
一
丸
と
な
っ
て
魅
力
あ
る

観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

まちづくりの目標

寺

斑尾高原
富倉

信濃平

戸狩温泉

なべくら高原
森の家

湯滝温泉

道の駅
花の駅 千曲川

小菅
北竜湖菜の花公園

渡し舟
阿弥陀堂

棚田

信越トレイル 観光資源の整備・充実
 ・観光の核を磨く
 ・観光商品の開発販売

 修景によるまちづくり
 ・沿道建物の外観整備
 ・オープンガーデンの設置
 ・花のスポット整備

 受入態勢の整備
 ・ホスピタリティの向上
 ・ガイドの育成
 ・観光二次交通システム

 観光商品の開発・販売
・ツアー商品の開発販売
（森林セラピー、

信越トレイル、ＪＲの活用）

「回遊性のある飯山市観光」イメージ

新幹線
飯山駅

正受庵

展示試作館

人形館六斎市

ふるさと館 伝統産業会館
美術館

城山

「まちなか観光」
見て食べて楽しめるまち
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